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  第１章  はじめに 
 
 第１節 子どもの読書活動の意義 
  読書は、たくさんの言葉を育み、想像力や表現力を高め、豊かな創造力や生きる力を培い

ます。特に、幼い頃から読書習慣を身につけ本に親しむことは、好奇心を育て集中力を養い、

心豊かであたたかな人間性を育んでいきます。 

  子どもたちが健やかに成長し、豊かな人生を送るためにも、読書はかけがえのないもので

す。 
 

第２節 子どもの読書活動推進に関する取組  

  本を読むことは、人格形成や心の発達に大きな影響をもたらすことから、読書の重要性が

叫ばれています。近年、子どもたちを取り巻く生活環境の変化は、子どもたちの成長に大き

な影響を与えています。スマートフォン等の普及、それを活用した SNS（注 1）等コミュニケ

ーションツールの多様化や使用時間の増加、新型コロナウイルス感染症後の生活様式の変化

等により、ことばや表現力の乏しい子どもたちが増える可能性があります。 
 

（１）国・県の動向 

このような現状を踏まえ、国は、平成１３年１２月に「子どもの読書活動の推進に関する

法律」を公布・施行、平成１４年８月、同法に基づく「子どもの読書活動の推進に関する基

本的な計画」（以下「基本計画」という。）を策定しました。この中で、子どもの読書環境を

整備することは自治体の責任であると明示されています。 さらに平成３０年４月第４次「子

供の読書活動の推進に関する基本的な計画」が策定されました。発達段階に応じた取組によ

り、読書習慣を形成することや友人同士での活動等を通じ読書への関心を高めるなどの取組

が示されました。 

 平成１７年７月には「文字・活字文化振興法」、平成２０年６月には「国民読書年（平成２２

年）」に関する決議が国会でなされています。また、同年６月には図書館法が改正され、「家

庭教育の向上に関すること」が加えられました。そして、平成２６年６月には、改正学校図

書館法（平成２７年４月施行）が成立し、学校司書が法律上位置づけられました。平成２９

年に公示された学習指導要領では、言語能力の育成を図るために、言語活動の充実や学校図

書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童・生徒の自主的・自発的な学習活動や読

書活動を充実することが示されました。 

  また、平成２９年に告示された幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、

保育所保育指針では、引き続き、絵本や物語に親しむ活動を行うことが示されました。令和

５年３月に、「第５次子どもの読書活動計画の推進に関する基本的な計画」が策定されました。 

  鳥取県では、平成１６年４月に策定された「鳥取県子どもの読書活動推進ビジョン」（以下

「推進ビジョン」という。）の第５次推進ビジョンが令和７年３月に策定され、鳥取県におけ

る子どもの読書活動の推進に関する施策の方向性や取組が示されています。 

（注 1）ソーシャルネットワーキングサービス（Social Networking Service）の略で、登録された利用者同士が

交流できる WEB サイトの会員制サービスのこと。 
 

（２）本市の取組 

鳥取市においては、これら国、県における子どもの読書活動推進の基本的な考え方を踏ま

えながら、地域性等を考慮し、平成１９年３月に「鳥取市子どもの読書活動推進計画」（以

下「推進計画」という。）を策定以降、第２次～第４次を策定し、成果と課題等を踏まえて、

子どもの読書活動を推進してきました。 
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  第２章  基本的な考え方 
 

第１節 策定の趣旨   
 子どもたちの読書活動を推進するためには、本との豊かな出合いをつくるとともに、自ら

進んで読書ができる環境を、家庭・地域・学校・行政など社会全体で整えることが必要です。 

 このため、本市では、「子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条第２項の規定に基

づく「市町村子ども読書活動推進計画」として、本市の子どもの読書活動を総合的かつ計画

的に推進する上での基本計画として第５次推進計画を策定するものです。 

  

第２節 基本方針 
 第５次推進計画では、「第１２次鳥取市総合計画」「第３期鳥取市教育振興計画」「鳥取県子

どもの読書活動推進ビジョン第５次計画」等を踏まえ、これまでの取組の成果と課題を検証

し、環境の変化を加味しながら以下の基本方針により様々な施策を推進します。 
 

（１）子どもたちが生活の中で本と親しむ機会の提供 
  子どもたちが、日々の生活の中でいつでもどこでも本を手にすることができ、楽しみなが

ら自然に読書習慣が身に付くよう、家庭・地域・学校・行政など子どもたちを取り巻くあら

ゆる場面を捉えて本と親しむ機会の提供に努めます。 

（２）子どもたちが、読書への関心を持ち、意欲を高めるための環境整備の充実 

  子どもたちがより一層進んで読書ができるよう、市立図書館をはじめ公民館、学校図書館

などの整備充実を図るとともに、関係機関と連携を図りながら、質の高いサービスの提供に

努めます。また、研修会等を実施し、保育者や司書教諭、学校司書、読書ボランティア等、

子どもの読書活動に携わる人材の育成と適切な配置に努め、読書環境の充実に向けて取り組

みます。 

（３）生涯を通して本に親しむ暮らしの推進 

  子どもたちは年齢が上がるにつれて、読書をすることから遠のく傾向があります。大人に

なっても本に親しむ暮らし（生涯読書）が継続できるよう、読書の楽しさを伝えていきます。

また、公共施設でのマナー・ルールについての学習機会も設けます。 

（４）子どもの読書の意義について啓発・広報 

  子どもの読書活動の重要性や意義について、「第５次鳥取市子どもの読書活動推進計画」から

作成した「おすすめ絵本リスト」等を活用して、子どもたちを取り巻く大人や社会に向け、より

一層広い普及・啓発に努めます。 

   

 第３節 計画の対象 
  第５次推進計画の対象は、胎児期からおおむね１８歳以下のすべての子どもとします。 

                                   

 第４節 計画の期間 
  第５次推進計画の期間は、令和８年（2026 年）度から令和１２年（2030 年）度までの５

年間とし、必要に応じて推進計画の見直しを行ないます。 
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  第３章  子どもの読書活動推進のための方策 
 

第１節 家庭の役割 
 

読み聞かせの大切さ 
乳幼児期に絵本の読み聞かせをすることは、語りかける時間の中で、子どもたちの言葉や

心を育み、親子の絆を深めるきっかけになります。読み聞かせを通して、子どもたちは注が

れる愛情を感じ、安心して心健やかに成長していきます。保護者にとってもゆったりとした

子どもとの関わり方や、心を通わすことの大切さ・楽しさを知ることができます。 

 
[現状と課題]         

○  家族形態や労働環境の変化により、就園の低年齢化がすすんでいます。中には、絵本を楽

しむ時間や心のゆとりをもちにくい家庭もあります。 

 

○  長く続いたコロナ禍を経て、子育てや遊びなど子どもたちの身近な生活の場面でメディア

の普及が進み、メディアを利用した子育てが拡がっており、子どもたちの読書離れや心身の

発達への悪影響が懸念されます。 

 

○  保護者の中には、「言葉を増やしたい」「知識をつけさせたい」などの知育を目的として、

熱心に読み聞かせに取り組む方もおられます。 

 

○  幼児期に絵本を読んでもらった経験が少なかった保護者が、子どもたちへ絵本をどのよう

に読み聞かせ、ふれあいの時間を持てばよいのか戸惑いを感じている場合もあります。 

 

○  年齢に応じた絵本の楽しみ方や、読み聞かせの仕方を知りたいという保護者の声が聞かれ

ます。 

 

○  鳥取市では、平成１５年度からブックスタート事業（注２）を実施し、保護者が赤ちゃんに

絵本を通して語りかけ、親子で楽しくあたたかな時間を過ごせるよう、子育て支援の一環と

して読書活動の推進に取り組んでいます。 

 これにより、絵本に関心の高い家庭だけでなく、すべての赤ちゃんと保護者に親子のふれ

あいの大切さなどのメッセージを伝えています。また、様々な家庭の事情により健康診査が

未受診だった家庭にも訪問して、メッセージとともに絵本を手渡しています。 

 

○  ブックスタート事業の実施状況 

 ６か月児健診の対象者のうち９９％以上に読み聞かせと絵本のプレゼントができていま

す。未受診者には訪問等で絵本を手渡し、絵本を届けることができています。 

 

○ ブックスタートプラス事業（注３）の実施 

  西地域（気高・鹿野・青谷）では１歳６か月児健診と３歳児健診、南地域（河原・用瀬・

佐治）では２歳児歯科健診等で読み聞かせを行っています。 

 

○  ブックスタートフォローアップ事業の実施 

 鳥取市では令和５年度からブックスタートフォローアップ事業を実施しています。１歳台
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の大切なことばや認知面の育みの支援はもちろんのこと、親子が絵本を通し、ふれあいの時

間を持つことで、子どもたちの心が育まれる体験を家庭で増やしてほしいとの願いのメッセ

ージを添えて、１歳６か月健康診査時に絵本を手渡しています。 

 

【これからの取組】 

○ 読み聞かせの大切さの啓発 

おやこ健康手帳（母子健康手帳）交付時や乳幼児健康診査、地区サークル等の機会を通して、

絵本の読み聞かせや、親子のふれあいの大切さを伝えていきます。また、テレビや DVD、ス

マートフォンなどが与える子どもへの影響についても保護者へ啓発していきます。 

 

○ ブックスタート事業の継続 

鳥取市のすべての赤ちゃんへ絵本をひらく楽しい「体験」とともに「絵本」を届けます。 

ブックスタート事業に関わる保健師、図書館司書（注４）、読み聞かせボランティア等のスタッ

フは、定期的な連絡会や研修会をもち、連携を取りながら活動の充実を図ります。 

 

○ 読み聞かせの会や図書の貸出などの地域の情報を積極的に発信 

子どもが家庭で手軽に絵本にふれられるよう図書の貸出方法や、図書館・地域の読み聞かせ

の会の情報を発信します。 

 

○ 「親も子も本に親しむ暮らし」の推進 

赤ちゃんの頃から本に親しむことができるように、産後サロンやブックスタートで読み聞か

せの場を体験すると共に、ブックスタートパックに含まれる「ブックレット」や絵本の冊子本

「ねえよんで」を用いて、家庭での絵本の親しみ方を伝えていきます。 

 
（注２）鳥取市では、６か月児健診の機会に、保健所、図書館、読み聞かせボランティアなどが協力し、絵本を

開く楽しい体験とともに絵本を手渡し、親子のふれあいを深めていくことの大切さや、地域で子育てを応

援していますというメッセージを伝えている。 

（注３）１歳６か月児、３歳児健診等においても、絵本を通した親子のふれあいの大切さを伝える事業。 

西地域：平成１９年から１歳児６か月健診時に実施 

南地域：平成２８年から２歳児歯科検診時、令和２年から「離乳食講習会＆こんにちはの会」で実施 

（注４）都道府県や市町村の公共図書館等で図書館資料の選択、発注及び受け入れから、分類、目録作成、貸出

業務、読書案内などを行う専門的職員。 
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第２節 地域における子どもの読書活動の推進 
 
（１）図書館の役割 
 

児童サービスの充実 
 
[現状と課題] 

○  市立中央図書館を中心に、用瀬図書館・気高図書館の２つの地域図書館及び国府町・福部

町・河原町・佐治町・鹿野町・青谷町の６つのコミュニティ施設等図書室、さらに５台の移

動図書館車を設置しており、これらの施設等が一体となって市内全域への図書館サービスを

実施しています。 

 

○  図書館のコンピュータシステムが各施設の蔵書や利用を一元管理しており、システムと連

動した搬送便を巡回することで、どの地域からでも身近な拠点に本が届くシステムを構築し

ています。この搬送便の巡回は、図書館だけではなく、市内の小・中・義務教育学校や教育

センター、大学図書館、市立病院図書室、一部コンビニへも運行しており、インターネット

等を通じて予約された本も、届くシステムとしています。 

 

○  子どもたちの読書を支援していくには、「適書を適者に適時に」を心がけることが重要で

す。子どもたち個々の発達段階に応じて適切な本を手渡すことが、本に興味を持って読み進

め、次第に本の選択能力を身に付けることができるようになると期待されています。図書館

では、児童用の図書を十分に整備しながら、それぞれの子どもたちの成長に合った本を手渡

すことが重要であり、そこでは経験を積んだ司書の役割は欠かせません。児童用図書の整備

と担当職員の研修の拡充を図るとともに、おすすめ本のリスト作成や展示などの広報も工夫

する必要があります。 

 

○  平成３０年度に児童図書室に郷土コーナーを設けました。郷土の魅力を再発見する講座を

開催することにより、郷土への関心を高めます。 

 

○  「第３の居場所」（注５）としての図書館を周知していくため、また様々な家庭環境にある

子どもたちが読書に親しむことができるように、平成３０年度から子ども食堂に団体貸出を

始めています。 

 

○  中・高生を対象としたヤングアダルト（YA）（注６）コーナーを設け、図書の収集・提供に

努め、利用の拡大を図っています。 

 

○  特別な支援を要する子どもたちへの取組として、対面朗読サービスや点字図書、拡大写本、

朗読 CD、拡大読書機、音声ガイド付きパソコン、プレクストーク・ポータブルレコーダー

（注７）、音声読書機など、機器や資料の充実に努めています。 

 

○ 子どもの読書活動を推進していくためには、地域や家庭との協力が必要です。そのため図

書館を中心に、各地域で活動する読み聞かせボランティアの養成や家庭での読み聞かせを学

ぶ講座の開設に長年取り組んでおり、現在では、多くの受講者が各地域や学校で活動をして

います。また、ボランティア同士がレベルアップや交流を深めることを目的に、情報交換や
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意見交換を行う読み聞かせボランティア交流会も実施しています。 

 

○  ブックスタート事業に続くものとして、乳幼児向けのおはなし会を定期的に実施し、小学

生程度までを対象としたおはなし会も毎週実施するなどし、読書の楽しさを伝えています。 

 

○  学校や保育園・幼稚園、地区公民館などへの支援として、搬送も含めた団体貸出の実施や

レファレンス（注８）支援、資料相談などを行っています。今後は、団体貸出に対応できるだ

けの図書の整備や搬送、関係機関との職員間の連携などの充実を図っていくことが必要です。 

 

【これからの取組】 

○ 資料の充実 

新刊の購入や長く読み継がれてきた児童書の買い替えなど、資料の充実に努めます。 

 

○ 職員の専門的知識・技術の向上 

児童サービス（注９）を担当する職員の専門的知識・技術の向上を図るよう努めます。 

 

○ 子どもの行事の充実 

読書に親しんだり、郷土に関心を持ったりしてもらえるような行事の開催に努めます。 

 

○ 広報の充実 

チラシやホームページなどを通じて、子どもの行事や講演会・研修会の情報を提供するな 

ど、きめ細かな広報に努めます。また、本を選ぶための手助けとなるブックリストなどを作成

します。 

 

○ 図書の展示や紹介 

図書の展示や紹介を通して、小・中学生の読書へのきっかけづくりに努めます。 

 

○ 図書館見学、職場体験の受け入れ 

学校からの図書館見学、中・高生の職場体験を積極的に受け入れます。 

 

○ 移動図書館車の巡回貸出などの積極的な実施 

移動図書館車の巡回貸出などを積極的に実施し、幼いころから図書館を身近に感じる機会 

を提供できるよう努めます。 

 

○ 保育園・幼稚園への団体貸出やおはなし会等の情報提供 

保育園、幼稚園に対して、子どもたちが様々な絵本に触れることができるよう、団体貸出 

やおはなし会等の情報提供を行います。 

 

○ 利用が困難な子どもたちへの図書館サービスの提供 

身体・健康及び環境上の理由で市立図書館を利用するのが困難な子どもたちに対しても、 

図書館サービスを提供できるよう努めます。 

 

○ 多文化サービスの充実 

外国語絵本の充実を図るとともに、在日外国人に対する支援や、異文化を理解するための 
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資料の整備など、多文化サービス（注 10）の充実に努めます。 

 

○ 講演会や講座の積極的な実施 

子どもの読書に関する講演会や講座を積極的に実施します。 

 

○ ネットワークづくりと計画的な研修の実施 

読み聞かせグループや読書ボランティアなどのネットワークづくりに取り組むとともに、 

計画的に交流会や研修会を実施します。 

 

○ 鳥取県立図書館や県内の公立図書館との連携 

鳥取県立図書館や県内の公立図書館との連携を深め、子どもの読書活動の推進に関する情 

報の共有に努めます。また、市民への情報提供や子どもの読書活動に関する事業への協力に積

極的に取り組みます。 

 
（注５）自宅をファーストプレイス（第一の居場所）、職場や学校をセカンドプレイス（第二の居場所）とし、そ

のどちらでもない居心地の良い環境や場・空間のことで、例えば図書館、喫茶店、公民館、自治会などの

居場所をいう。 

（注６）young adults（YA）。子どもと大人の中間に位置する 12 歳から 18 歳の年齢層。 

（注７）障がい者用録音資料の再生用プレイヤー。 

（注８）図書館が所蔵する資料や情報を用いて、利用者の質問や調査・研究等を援助するサービス。 

（注９）子どもに対する図書館サービス。 

（注 10）民族的、言語的、文化的少数者のための図書館サービス。 

 

（２）児童館、公民館の役割 
  
 地域と一体となった取組の推進 

 
１ 児童館  

[現状と課題] 

○  市内には１２の児童館があり、各児童館が絵本を主にしたコーナーを設けて、図書室を気

軽に利用できるよう、選書や展示を工夫しながら図書の充実・環境づくりに努めています。 

 

○  随時、乳幼児から高校生までの幅広い子どものための図書や情報の提供、読書の楽しさを

広めるための資料の充実に努めています。 

 

○  日頃の職員の読み聞かせをはじめ、３世代交流や保護者会活動などの行事の中で、紙芝居

や絵本の読み聞かせを行い、読書の楽しさを伝えています。また移動図書館車の利用をとお

して読書への関心を促進しています。 

 

○  保護者が主体となって読書の楽しさを子どもたちに伝えている地域組織（母親クラブ）や

児童館職員による「出前児童館」（注 11）を実施しています。 
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【これからの取組】 

○ 絵本のある心地よい環境づくりの充実 

新刊の購入や長く読み継がれてきた児童書の買い替えなど、蔵書の充実及び図書の展示や 

紹介等、読書へのきっかけづくりに努めます。子ども読書の日（注 12）や読書週間（注 13）を活

用し読書の推進を図りながら、絵本を大切に扱うことを知らせ、絵本に親しむ環境づくりを進

めます。 

 

○ 地域と一体となった取組の推進 

児童館を活動拠点とする地域組織（母親クラブ）や子育てサークル等と連携し、読み聞か 

せの重要性や読書への関心を高めていきます。また、「出前児童館」で地域の小学校や保育所

等と連携を図り、絵本の読み聞かせや絵本を使ったわらべ歌遊び等を行い、絵本や読書への関

心を高め、地域と一体となった取組を進めていきます。 

 

２ 公民館等  

[現状と課題] 

○  地区公民館等の図書室の運営や蔵書等については各公民館等によって違いがありますが、

利用者の方が本を身近に感じられるよう努めています。 

 

○  地区公民館において、子どもたちが読書に親しむ諸条件の整備に努めるとともに、子ども

の読書活動に対する理解を深める活動に取り組むことが求められています。 

 

○  市立図書館の公共施設への配本サービス、地域への移動図書館車事業は充実してきており、

市の読書活動推進の取組や、図書館の便利な利用方法などの情報提供に積極的に取り組む必

要があります。 

  

【これからの取組】 

○ 子どもが本に親しむことの大切さを伝達 

公民館等においても、乳幼児対象の活動の場などで保護者に対して子どもが本に親しむこ 

との大切さを伝えます。 

 

○ 公民館等における子どもの読書活動の推進 

地域の読み聞かせボランティア等と連携し、子どもたちへの読み聞かせなど公民館等にお 

ける子どもの読書活動に積極的に取り組みます。 

 

○ 子どもの読書への関心の向上 

各図書館や図書室等との連携を図り、長く読み継がれてきた児童書等の良書や情報を提供 

することにより、子どもの読書への関心を高めます。 

 

（３）読書ボランティアの役割         
 
本の楽しさを伝える活動の推進 

 

 [現状と課題] 

○  読書ボランティアは、学校、図書館、児童館、公民館、保育園・幼稚園、地域のこども文
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庫などで、読み聞かせやおはなし会の実施さらに学校図書館の美化や図書整備の活動をして

います。また、その活動は、ブックスタート事業への協力や子育て支援関係機関との連携な

ど多様な領域に広がり、定着してきています。 

 

○  学校、保育園等での活動で、読書ボランティアと受け入れ側が互いに連携・交流を深めて

いくことが求められています。 

 

○  読書ボランティアの減少など後継者不足が課題になっています。 

 

○  読書ボランティア間のネットワーク推進のために、読み聞かせボランティア交流会を行っ

ていますが、学校、保育園、公民館等とのネットワークについては、地域により格差が見ら

れます。 

 

【これからの取組】 

○ きめ細かな研修会の計画的な実施 

読書ボランティアの養成講座や活動の多様化に対応したきめ細かな研修会を、図書館の協 

力を得ながら計画的に実施するよう努めます。 

 

○ 地域別交流会への取組の促進 

読書ボランティアと子どもの読書活動に関係する関係機関とのネットワークについて、積 

極的に進めている地域を参考にし、地域別交流会の取組を促進していきます。 

 
（注 11）児童館職員が地域の保育園や小学校に出掛けて定期的に絵本の読み聞かせ等をする取り組み。 

（注 12）子どもが自主的な読書活動を行う意欲を高めるために国が設置。4 月 23 日。 

（注 13）読書活動の普及・推進と出版文化の向上を目標として、公益社団法人読書活動推進運動協議会が設置。 

 10 月 27 日から 11 月 9 日まで。 

 

第３節 学校等における子どもの読書活動の推進 
 
（１） 学校の役割                       
     
１ 学校図書館の環境整備  

[現状と課題] 

○  テーマごとの配架や学習・行事との関連を図った展示をするなどの工夫により、より一層

利用しやすい図書館づくりに努めています。 

 

○  読書への興味が湧くような展示やくつろいで読書ができるスペースを確保するなど、読書

を楽しめる環境づくりに努めています。 

 

○  図書館や中学校区等の学校と連携し、蔵書の内容が偏らないように配慮しながら、授業等

で利用できる図書の確保やより良い図書資料の選定に努めています。 

 

○  学校図書館の実務を担う学校司書が、全ての小・中・義務教育学校に配置されるよう努め

ています。 
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○  学校図書館を活用した校内の取組や、職員間の連携をさらに深める必要があります。 

 

○  読書推進のため、学校図書館運営委員会（注 14）を設けている学校があります。 

 

【これからの取組】 

○ 魅力ある図書館づくり 

「読書センター」「学習センター」「情報センター」の３つの機能を活かし、児童生徒や教 

職員にとって魅力ある図書館づくりに努めます。また、安心して過ごせる・ほっとして過ごせ

る「心の居場所」としても位置付け、来館しやすい図書館づくりに努めます。 

 

○ 図書資料、情報資料の整備 

子どもたちの「読みたい」「調べたい」という意欲的な読書活動や探究的な学習活動に対応 

できるよう、図書資料や情報資料の整備に努めます。 

 

○ ネットワークづくりと資料の有効活用 

他校や地域の図書館とのネットワークづくりを進め、学校間の相互貸借など資料の有効活 

用を図ります。 

 

○ 学校図書館図書標準の達成 

学校図書館図書標準（注 15）の達成や計画的な図書の廃棄・更新に努めるために、図書館と 

連携し、購入する本の内容についても充実を図ります。 

 

○ 学校司書の配置継続 

読書活動に関する専門的な知識を有する学校司書の配置の継続に努めます。 

 

○ 校内での職員間の連携 

校内での職員間（教職員と司書教諭・学校司書）の連携を深めていきます。 

 

２ 読書センター機能の充実  

※「読書センター機能」とは：子どもの読書活動を支援し、子どもたちが読書に親しむための

手だてを行う役割のこと。（読み聞かせ事業や読書相談、ブックトーク（注 16）、本の紹介など。） 

  

[現状と課題] 

○  読書への興味が湧くような本の紹介、イベントの開催など、各学校で読書が好きになるよ

うな取組の工夫がなされています。 

 

○  読書活動の習慣化をねらいとした「全校一斉の読書活動」に取り組んでいる学校がありま

す。 

 

○  本に親しみ、読書への関心を高めるため、保護者や地域ボランティアによる読み聞かせが

行われています。 

 

○  読書意欲に個人差があるため、意欲をもちにくい子どもへの支援の仕方を工夫する必要が

あります。 
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○  動画コンテンツや SNS 等、子どもが多種多様なメディアに触れる機会が増えており、こ

れまで以上に本に親しむ機会を大事にする必要があります。 

 

【これからの取組】 

○ 豊かな読書生活につながる活動の継続 

一斉読書のみならず、学級文庫の設置や休憩時間における学校図書館の利用促進を行う等、 

学校全体で読書活動につながる取組を推進します。 

 

○ 地域と一体となった読書活動の推進 

ボランティアによる読み聞かせなど、保護者や地域の人々の協力を得ながら、地域と一体 

となった読書活動を進めます。 

 

○ 委員会活動・学校行事等で読書活動の充実 

「子ども読書の日」や「読書週間」に合わせ、学校図書委員会活動や学校行事等で読書活 

動を推進する取組の充実を図ります。 

 

○ 家庭との連携 

読書の大切さを理解し、家庭での読書が習慣化するよう、家庭と連携を取りながら取組を 

進めていきます。 

 

○ 魅力的な本との出会い場の創出 

読書に対して意欲をもちにくい子どもも本に親しむことができるよう、読書ボランティア 

等の関係団体とも連携しながら、魅力的な本との出合いの場をつくっていきます。 

 

○ 校外学習などで図書館利用体験の推進 

学校での校外学習などで公共図書館利用の体験を推進します。 

 

３ 学習・情報センター機能の充実  

※「学習・情報センター機能」とは：学習に必要な図書資料や情報資料を提供するとともに、

子どもや教職員の資料相談等に応える役割のこと。 

 

[現状と課題] 

○ 児童生徒の１人１台端末の環境下での学びを充実するため、デジタル情報と紙資料の収集 

や、信頼できる情報の提供に努めています。 

 

○  学校司書は、司書教諭や各担任と連携して学習に必要な資料の購入・収集を進め、蔵書の 

充実を図るとともに、図書館や関係機関の資料も活用した学習を支援しています。 

 

○  学校図書館やその資料を活用した授業はどの学校でもなされていますが、限られた教科や 

時期の利用である場合があります。また、探し方や調べ方が分からず、十分に活用することが

できない児童・生徒もいます。 

 

【これからの取組】 

○ 児童生徒の読書活動や探究的な学びを支えながら、情報収集・選択・活用能力を育成す 
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るための取組に努めます。 

 

○ 学習のための情報収集やその情報を活用する情報リテラシーの育成 

各図書館の蔵書・新聞等や１人１端末なども活用し、学習のための情報収集やその情報を 

活用する情報リテラシー（注 17）を育成していきます。 

 

○ 小・中学校９年間を見通した「学校図書館活用計画」 

中学校区内での連携を図りながら、９年間を見通した「学校図書館活用計画」（資料Ｐ２ 

３参照）等を作成し、図書を利用した学習が系統的に行われるようにしていきます。 

 

○ 公共図書館との連携の推進 

学習のための資料を確保するため、公共図書館との連携をさらに進めます。また、資料の 

有効活用を図るため、中学校区内の相互貸借を推進します。 

 

４ 読書活動に関わる人材育成  

[現状と課題] 

○  司書教諭と学校司書が連携して、教職員や保護者の図書館教育に対する認識を高めるよう

働きかけています。 

 

○  鳥取市総合教育センターの研修に「学校司書・司書教諭研修」を位置づけ、両者が参加す

る研修を実施することで、司書教諭並びに学校司書の資質向上を図っています。 

 

【これからの取組】 

○ 読書活動、図書館教育の理解と学校図書館の活性化 

学校内外で読書活動や図書館教育についての理解を深めるとともに、図書館を活用した授 

業の実践的な積み重ねを進め、学校図書館の活性化を図ります。 

 

○ 司書教諭・学校司書の資質の向上 

司書教諭や学校司書に対する研修を継続し、資質の向上に努めます。 

 
（注 14）よりよい学校図書館の運営のために、様々な意見を出し合い読書活動を組織的、計画的に推進していく

委員会。 

（注 15）平成５年、学校図書館の図書の整備を図る際の目標として文部省（現文部科学省）が設定。 

（注 16）学校などの集団を対象にして、特定のテーマのもとに流れをつくって何冊かの本を紹介し、子どもに読

書に対する興味や関心を呼び起こす読書指導。 

（注 17）情報及び情報手段を主体的に選択し活用していくための個人の基礎的な資質、情報活用能力。 

 

 

（２）保育園・幼稚園・認定こども園等の役割 
[現状と課題] 

○  想像力を育てるために、子どもの興味・関心を高め、発達段階に合わせた読み聞かせを推

進しています。 

 

○  子どもがいつでも自由に絵本にふれることができるよう、絵本コーナーを充実させたり、
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移動図書館車の巡回貸出や団体貸出を利用したりする園もあります。 

 

○  多くの園では、読み聞かせやおはなし会が行われており、読書ボランティア等と連携しな

がら、読書環境づくりに努めています。 

 

○  家庭にある絵本の冊数や図書館利用には個人差があります。各園では、読書に親しみ、幼

児期の親子のふれあいを促すために絵本の貸出を行っています。併せて、新刊の購入や読み

継がれてきた絵本の買い替え等、蔵書の充実が必要です。 

 

【これからの取組】 

○ 図書資料の確保と絵本の展示の工夫や環境整備 

絵本との出合いを進めるために必要な資料の確保に努めながら、絵本の展示方法の工夫や 

環境整備に努めます。絵本を大切に扱うことを知らせ、絵本に親しむ環境づくりを進めます。 

 

○ 図書館、読書ボランティアと連携した魅力的な本との出合いの場の創出 

図書館や読書ボランティアと連携し、絵本との出会いや楽しさを味わうことができるよう、 

魅力的な本との出合いの場をつくります。 

 

○ 保育園・幼稚園・認定こども園等と、小学校・義務教育学校の連携 

小学校・義務教育学校と連携を図りながら保育園・幼稚園・認定こども園等における読書 

活動を推進します。 

 

○ 講演会や講座の積極的な参加・実施・保護者啓発 

絵本・読み聞かせ等に関する講演会や講座に積極的に参加し、選書等職員の資質向上        

を図ります。また、便りの発信や掲示の工夫等、保護者啓発に努めるとともに、読書に関する

講演会等を実施し、保護者の絵本や読書への関心を高めていけるよう努めます。 

 

○ 「親も子も本に親しむ暮らし」の推進 

家庭での読み聞かせは、絵本への関心を高めるだけでなく情緒の発達を促すことから、保 

護者が子育てを楽しむためにも、「親も子も本に親しむ暮らし」を推進します。 

 

（３）特別支援の必要な子どもの読書活動の推進 
[現状と課題] 

○  ICT 機器の活用等により、障がいの実態や必要性に応じた読書活動支援を行うよう努めて

います。 

 

○  外国語での支援が必要な子どもや保護者も増えています。（多文化サービス） 

 

【これからの取組】 

○ 障がいの実態や必要性に応じた、きめ細かな読書活動の支援 

障がいの実態や必要性に応じ、一人ひとりきめ細かな読書活動を支援していきます。 

 

○ 家庭と学校の連携の促進 

家庭と学校の連携を進めていきます。 
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○ 多文化サービスを充実させるため、公共図書館との連携を促進 

 多文化サービスを充実させるため、公共図書館との連携を進めていきます。 

 
 第４節 生涯を通して本に親しむ暮らしの推進（生涯読書） 
※ 生涯読書とは：乳幼児のころから本に親しみはじめ、学生時代を経て大人になって 

も読書の習慣を継続し、どの年代においても生活の中で本に親しむこと。 

 

 [現状と課題]  

○  年齢が上がるにしたがい、図書館等の利用は減少傾向にあります。（下記図参照） 

 

○  図書館において利用方法が十分周知されていない現状があります。また、一部の利用者に

はマナー・ルールが低下している傾向が見受けられます。 

 

○  「まちライブラリー」（注 18）の取組として、新たに平成３０年度に用瀬駅の待合室に「もちが

せ駅なか文庫」が開設されるなど、生涯読書の普及に役立っています。 

 

【これからの取組】 

○ 中・高校生へ向けて生涯読書へつながる取組を推進 

本から離れていく年代の中・高校生へ向けて生涯読書へつながる取組を推進します。 

 

○ 保護者への「本に親しむ暮らし」を啓発 

子どもだけでなく保護者へも、「本に親しむ暮らし（生涯読書）」を啓発していきます。 

 

○ 図書館の利用方法、マナー・ルールの啓発 

図書館における利用方法の周知徹底を図ります。また、関係機関、家庭においてもマナー・

ルールの啓発を推進します。 

 

（注 18）まちの住宅等の一角に共通の本棚を置き、そこにメッセージ付の「本」を持ち寄り、交換しながら人と

出会う活動。 

 
    令和６年度の鳥取市の図書館及びコミュニティセンター図書室等の利用状況 

  

3.8 

6.5 

1.6 
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3.8 
5.0 

5.6 

4.0 

冊
1冊
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4冊
5冊
6冊
7冊

年齢別市民１人あたりの年間貸出冊数
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第５節 啓発・広報等の推進  

 

[現状と課題]  

○  家庭や地域、公共機関や民間団体などが連携しながら、子どもの読書活動の重要性や意義

について啓発・広報を図るため、「子ども読書の日」「こどもの読書週間（注 19）」「文字・活

字文化の日（注 20）」「読書週間」などに合わせて、子どもの本に関する講座やおはなし会を

行っています。 

 

○  QR コード付きおすすめ絵本リストやデータを保育園・幼稚園・認定こども園、図書館、

公民館等に配布し、おすすめ絵本リストを広報し活用を図りました。 

 

○  子どもの読書活動に対して、市民に十分に理解してもらうため、その重要性や意義などに

ついて広報・普及を充実させる必要があります。 

 

【これからの取組】 

○ おはなし会や講演会などの全市的な取組の展開 

「子ども読書の日」「こどもの読書週間」「文字・活字文化の日」「読書週間」を中心に、お 

はなし会や講演会など、現在行っている様々な取組を、さらに全市的に展開することにより、

子どもの読書活動の輪を一層広げていきます。 

 

○ 広報紙、関係機関のホームページ、マスコミなどでの広報の充実 

とっとり市報などの広報紙や関係機関のホームページ、ケーブルテレビなどを活用して、 

子どもの読書活動の重要性や意義について積極的に広報していきます。 

 

○  「生涯を通して本に親しむ暮らし（生涯読書）」の啓発を推進 

「生涯を通して本に親しむ暮らし（生涯読書）」の啓発を推進していきます。 

 

○ 家庭教育支援事業での啓発 

家庭教育支援事業（注 21）を通して、読書の大切さ、読書のための環境づくりについて継続 

して啓発していきます。 

 

○ 絵本リストの拡充 

  新たに０歳～２歳のおすすめ絵本リストを追加し、より早い時期からの読み聞かせを啓発

します。 

 
（注 19）子どもたちにもっと本を！との願いから、公益社団法人読書推進運動協議会が設置。4 月 23 日から 5 月

12 日まで。 

（注 20）国民の間に広く文字・活字文化について関心と理解を深めるようにするために国が設置。10 月 27 日。 

（注 21）社会教育の１つの領域であり、子どもを有する保護者の家庭教育を支援するための事業。鳥取市では、市

内にある全ての小学校・義務教育学校や開催を希望した保育園等にて「子育て・親育ち講座」を実施して

いる。 
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第６節 推進体制の整備 
 
 [現状と課題]  

○  平成１８年から「鳥取市子どもの読書活動推進委員会」（以下「推進委員会」という。）を

設置し、平成１９年３月に第１次「鳥取市子どもの読書活動推進計画」を策定しました。 

 

○  平成１９年度からは毎年推進委員会を開催し、推進計画の進捗状況の検証を行い、成果と 

課題等について意見交換を実施しています。 

 

○  第４次推進計画において、推進委員会が推奨する３歳から小学校低学年向けまでの「おす 

すめ絵本リスト」の作成を行いました。 

 

【これからの取組】 

○ 関係機関の役割の周知 

園長会、校長会、地区公民館長会等を通して推進計画の周知を図ることで、関係機関がそ 

れぞれの役割について理解を深め、子どもの読書活動の推進につなげます。 

 

○ 読書ボランティアの活動状況の把握とつながりあう環境の整備 

読書ボランティアの活動状況を把握するとともに、受け入れ施設やその活動条件等を取り 

まとめ、スムーズにつながりあう環境を整えます。 

 

○ 関係各課の連携と総合的な政策を展開 

各関係課の取組を情報共有しながら、読書活動の推進について総合的な施策展開ができる 

よう努めます。 

 

○ 推進計画に基づいた推進状況の検証と具体的な取組等の検討の徹底 

今後も推進委員会を開催し、推進計画に基づく計画の推進状況の検証、具体的な取組等に 

ついての検討を徹底します。 
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図書館名 所在地 休館日 電話番号

鳥取市立中央図書館
680-0845
鳥取市富安二丁目１３８－４

火曜日・毎月最終木曜日 0857-27-5182

鳥取市立用瀬図書館
689-1201
鳥取市用瀬町用瀬832

〃 0858-87-2702

鳥取市立気高図書館
689-0334
鳥取市気高町北浜三丁目121-6 〃 0857-37-6036

鳥取県立図書館
680-0017
鳥取市尚徳町101

毎月第２木曜日・毎月末日 0857-26-8155

鳥取大学附属図書館
680-8554
鳥取市湖山町南4-101

公式ＨＰを参照 0857-31-5672

鳥取環境大学情報
メディアセンター

689-1111
鳥取市若葉台北1-1-1

日・春夏冬の各期休業中の
土曜日・毎月末日・祝日

0857-38-6700

名前 所在地 休館日 電話番号

国府町コミュニティセンター
680-0152
鳥取市国府町庁380

祝日・振替休日
年末年始

0857-29-4005

福部町コミュニティセンター
689-0102
鳥取市福部町細川1338 祝日、年末年始 0857-30-8667

河原町コミュニティセンター
680-1221
鳥取市河原町渡一木277-1 祝日、年末年始 0858-76-3123

佐治町コミュニティセンター
689-1313
鳥取市佐治町加瀬木2542-1 祝日、年末年始 0858-88-0228

鹿野町農業者
　　　　トレーニングセンター

689-0405
鳥取市鹿野町鹿野342 祝日、年末年始 0857-84-2131

青谷町コミュニティセンター
689-0501
鳥取市青谷町青谷667 月曜日・祝日、年末年始 0857-85-1141

※　年末年始：12/29から1/3まで

※　各地区公民館・児童館もご利用できます。

２．鳥取市内図書館等関係機関一覧

鳥取市内にある図書館

コミュニティ施設等図書室一覧
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３．鳥取市立図書館インターネット予約システム フロー図 

 

 

 

 

     

  利用者  

                                                                                                  

 

     図書館  図書館システム 

          図書館サービス網   

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館のホームページで

資料を検索 

準備完了の連絡を受ける 受取館は資料の準備ができ

たことを利用者に連絡 

受取場所を指定して予約 

指定した受取場所で予約

資料を受け取る 

予約資料の確保 

予約受付 

貸出処理 

配本車で受取 

希望館へ搬送 
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※　図書館サービス網は、中央図書館を核に、市内の図書館等との相互協力体制を確立する図書館網を
　形成すると共に、　他市町村、県、国の図書館組織や館種の異なる図書館組織と協力関係をつくることに
　より、広範な図書館ネットワーク網を形成することです。
　

4.  図書館のネットワーク フロー図

子ども

保育園・幼稚園
認定こども園

小・中学校

義務教育学校

高等学校

家 庭

中央図書館
地域図書館

コミュニティ施設等図書室

こども家
庭セン
ター

家庭文庫
読み聞かせ

ボランティア

児童館

読書習慣の形成・定着

読み聞かせ等ふれあいの充実

メディアとのかかわり方の指導

貸出し
読書相談
利用者教育
おはなし会の開催
ブックスタートの推進
研修会等による啓発

ボランティアへの研修

保育園・幼稚園・
認定こども園

学校図書館支援
(貸出・レファレンス・
図書館運営の助言)

情報検索手段の確立
読書指導の充実

情報活用能力の育成
相互貸借の窓口
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５．児童図書の蔵書・貸出等に関する資料

 図書館児童書蔵書冊数（令和６年３月末）

中央図書館
移動図書館車

５台
用瀬図書館 気高図書館

コミュニティ施設等
図書室６室

蔵書冊数 127,061 17,941 18,266 18,996 49,969

（令和6年度鳥取市教育要覧より）

 児童書の貸出推移

年  度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

中央図書館 180,911 208,370 207,364 209,434 214,623

用瀬図書館 11,791 15,302 12,310 11,998 12,169

気高図書館 25,812 28,478 25,659 25,700 25,855

コミュニティ施設等
図書室６室 15,595 21,110 18,915 14,972 15,323

合　　計 234,109 273,260 264,248 262,104 267,970

平成３０年度にコンピュータ・システムを更新
平成２９年度から貸出冊数が１０冊から１５冊に変更
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令和７年度幼児保育課

児童書数（冊） 幼稚園数(園） 園児数（人）
一園当たりの
平均蔵書数（冊）

園児一人当たりの
平均冊数（冊）

公　立 4,021 3 110 1,340.3 36.6

認定こども園 　　令和７年度幼児保育課

　 児童書数（冊） 認定こども園数（園） 園児数（人）
一園当たりの
平均蔵書数（冊）

園児一人当たりの
平均冊数（冊）

私立 26,455 25 3,666 1,058.2 7.22

令和７年度幼児保育課

児童書数（冊） 保育園数(園） 園児数（人）
一園当たりの
平均蔵書数（冊）

園児一人当たりの
平均冊数（冊）

公立 21,657 20 1,443 1,082.9 15.01

私立 6,344 8 650 793 9.76

地域型保育事業所 3,068 12 140 255.67 21.91

令和７年度幼児保育課

児童書数（冊） 児童館数（館） 登録児童数（人）
一館当たりの
平均蔵書数（冊）

登録児童一人当たり
の平均冊数（冊）

児童館 10,064 12 632 838.7 15.9

（参考）令和2年現在、児童館は全館一般社団法人ともにへの指定管理事業となっている。

学校図書館における児童・生徒一人当たり平均冊数

調査年月 図書総数 学校数 児童・生徒数 平均蔵書数
一人当たりの

平均冊数

令和６年３月 290,787 39 8,454 7456.0 33.2

令和 2年5月 286,023 39 9,073 7333.9 31.9

令和６年３月 138,037 13 4,248 10618.0 33.3

令和 2年5月 132,709 13 4,413 10208.4 30.3

令和６年３月 44,241 4 744 11035.2 59.4

令和 2年5月 62,494 4 801 15623.5 76.6

小・中・義務教育学校における読み聞かせ等、ボランティア導入校
令和７年度調べ

令和６年度

令和２年度

小学校

39校（39校中）

38校（39校中）

義務教育学校

3校（4校中）

4校（4校中）

中学校

保育園

2校（13校中）

小学校

義務教育学校

幼稚園（公立のみ）

児童館

令和６年度鳥取市教育要覧

3校（13校中）

中学校
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情報処理・分析・活用 情　報　発　信

○いろいろな本があることを知る。 ○調べたいページへたどりつく。 ○読んでわかったことを絵や文で表すことができる。

○探したい本を見つける

○本の置き場所がわかる。

○図鑑について知る。

○調べる本には目次があることを知る

○調べた本の名前をメモする ○いくつかの本にあたって情報を集める ○調べてわかったことを発表する

○本が仲間分けされていることを知る

○本の分類を知る ○目次や索引の使い方を知る。 ○本に書いてあることの中から ○調べたことをまとめて発表する。

○国語辞典について知る。 ○分類を意識して本を探す。 ○自分が知りたい情報を見つける

○百科事典について知る ○国語辞典の使い方がわかる。

○百科事典の使い方がわかる。

○調べたことをまとめて自分の考えを発表する。

○情報源を明らかにする ○参考図書の使い方がわかる。 ○調べたことから疑問が生まれ、

○参考図書について知る。 ○漢字事典の使い方がわかる。 　さらに調べる。

○漢字事典について知る。 ○パンフレット・雑誌・新聞から ○自分の考えを持つ。

○パンフレット・雑誌・新聞の 　必要な情報を読み取る。

　　特徴を知る。

○調べる方法を選択する。 ○インタビュー名人になろう。 ○相手にわかりやすく発表する。

・インタビュー ・電話のかけ方。 ○インタビューができる

・インターネット ・手紙の書き方。 ○グラフや図表をよむ。

・図書資料・新聞

・パンフレット　など

○どのように調べたら知りたいことが ○年鑑の使い方がわかる。 ○調べたことから色々な推測をする。 ○調べたことを発信する。

わかるか予測し、調べ方の選択をする ○調べたことを活かす。

○年鑑について知る。

○著作権について学ぶ。

○様々な情報源やその特性を知り、 ○統計資料の読み取りに慣れ、 ○情報を比較したり、組み合わせしたり ○内容や相手に応じた効果的な表現

集めたい情報に応じて選ぶ。 活用する。 して自分なりの新たな情報を創り出す 伝達方法を工夫する。

○著作権などの情報モラルについて知る ○著作権などの情報モラルに配慮して

情報発信する。

○様々な情報源から ○問題意識をもつ ○電話のかけかた。

自分が必要とする情報を選び出す。

○情報収集のマナーを知る。

・礼状の書き方。

・メモの取り方。（５Ｗ１Ｈ）

○目的に応じて、様々な情報源から

適切な情報・資料を選び出し、活用する。

情　報　収　集

６．鳥取市立○○○中学校区　図書館利用教育体系表　　　　

※特に強調したい部分を色で示し、テーマを掲げた。

自分の知りたい情報をみつける

情報の読み手から書き手へ

小
１

小
２

小
３

小
４

小
５

小
６

中
１

中
２

中
３

目的や意図にあった情報をみつける

義務教育の９年間での目標

○自分で調べそれを相手に伝えるため、
表現したレーポートの作成ができる。
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表彰年度 区　　分 被表彰団体 賞の名称 主宰者

12 小学校 気高町立浜村小学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
文部科学省

13 小学校 鳥取市立岩倉小学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

14 団体 鳥取家庭文庫連絡会
子どもの読書活動優秀実践団体

文部科学大臣表彰
〃

14 高等学校 鳥取県立鳥取西高等学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

16 団体
児童書を楽しむ会

「つくしんぼ」
子どもの読書活動優秀実践団体

文部科学大臣表彰
〃

16 小学校 鳥取市立鹿野小学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

17 中学校 鳥取市立用瀬中学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

18 図書館 鳥取市立気高図書館
子どもの読書活動優秀実践図書館

文部科学大臣表彰 〃

19 高等学校 鳥取県立鳥取工業高等高校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

20 高等学校 鳥取県立鳥取湖陵高等学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

21 小学校 鳥取市立醇風小学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

21 高等学校 鳥取敬愛高等学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

21 図書館 鳥取市立中央図書館
子どもの読書活動優秀実践図書館

文部科学大臣表彰 〃

22 中学校 鳥取市立気高中学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

22 団体 ねぇよんでの会
子どもの読書活動優秀実践団体

文部科学大臣表彰
〃

23 特別支援学校 鳥取県立鳥取聾学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

24 団体 絵本グループ「あじさい」
子どもの読書活動優秀実践団体

文部科学大臣表彰
〃

25 中学校 鳥取市立桜ヶ丘中学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

７．子どもと読書に関する受賞一覧 鳥取市内のもの 
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表彰年度 区　　分 被表彰団体 賞の名称 主宰者

26 小学校 鳥取市立神戸小学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

28 団体
絵本の読み聞かせ

「ぞうさんの会」
子どもの読書活動優秀団体

文部科学大臣表彰
〃

29 高等学校 鳥取県立鳥取西高等学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

30 特別支援学校 鳥取大学附属特別支援学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

31
（R1）

中学校 鳥取市立東中学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

2 小学校 鳥取市立浜村小学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

2 中学校 鳥取市立河原中学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

2 個人 山田　節子
子どもの読書活動優秀団体
（個人）文部科学大臣表彰

〃

3 図書館 鳥取市立気高図書館
子どもの読書活動優秀実践図書館

文部科学大臣表彰 〃

4 小学校 鳥取市立西郷小学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

6 中学校 鳥取市立国府中学校
子どもの読書活動優秀実践校

文部科学大臣表彰
〃

6 図書館 鳥取市立中央図書館
子どもの読書活動優秀実践図書館

文部科学大臣表彰 〃

※　子どもの読書活動優秀実践図書館・団体（者）文部科学大臣表彰　
　　　平成１３年１２月に成立した「子どもの読書活動の推進に関する法律」に伴い設けられた表彰制度
　　で、平成１４年度から実施している。子どもの読書を推進する活動が顕著であり優秀と認められる団体
　　（者）の活動実践をたたえて文部科学大臣が、４月２３日（子ども読書の日）に表彰する。
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（乳幼児健診問診・アンケートより抜粋）

実施主体：こども家庭センター

①「育児を楽しいと思いますか？
(％)

6か月 1歳6か月 3歳

85.1 79.6 67.3

14.5 20.1 32.1

0.4 0.3 0.6

0.0 0.0 0.0
100 100 100

※令和６年度 各乳幼児健診受診・アンケートより抜粋

②「テレビ・ビデオはどのくらいみていますか？」
(％)

※令和６年度 1歳6か月児健診受診・アンケートより抜粋

★参考資料

(％)

※令和３、４、５年度 1歳6か月児健診受診票より抜粋

８．子育て状況・絵本を取り巻く状況について

R５

22.1

71.6

6.3

100

R３

21.2

71.8

7.0

100

R４

22.0

計

2時間以上

2時間未満

見せていない

計

70.1

7.9

100

計

2時間未満

見せていない

2時間以上

回答なし 0.0

割合（％）

69.9

7.3

22.8

100

楽しい

ときどき楽しくない

あまり楽しくない

回答なし

0 10 20 30 40 50 60 70 80

2時間以上

2時間未満

見せていない

回答なし

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

6か月

1歳6か

月

3歳

楽しい ときどき楽しくない あまり楽しくない 回答なし

*『2時間以上』の回答、『見せていない』の回答は変化が少なく横ばい状態で、テレビ・ス

マートフォン等のメディアとの付き合い方については、乳幼児健診等で啓発しており、引き続

き行っていく。

* 『楽しい』と感じる保護者の割合が減る傾向にある。

育児への不安がある保護者へは、乳幼児健診の場等で声をかけるなどの支援を行っている。
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③「お子さんに絵本を読んであげていますか？」

割合（％）

1歳6か月児健診 3歳児健診

30.6 22.6

30.1 26.6

29.6 35.1

9.7 15.7

100 100

※令和６年度 1歳6か月児健診、3歳児健診受診票より抜粋

参考資料 (％)

R3 R４ R５ R３ R４ R５

36.8 33.6 34.5 22.8 23.4 21.5

30.3 30.5 30.3 27 27 26.5

24.6 26.7 28 35.8 33.9 37.5

8.3 9.2 7.2 14.4 15.7 14.5

100 100 100 100 100 100

※平成29、30、31年度 1歳6か月健診、3歳児健診受診票抜粋

ほとんど読まない

計

毎日読んでいる

ほとんど読まない

計

1歳6か月児健診 3歳児健診

毎日読んでいる

0 20 40 60 80 100

1歳6か月児健診

3歳児健診

毎日読んでいる 週3~4回読んでいる
週1~2回読んでいる ほとんど読まない

*「ほとんど読まない」回答が増加傾向にある。1歳6か月と3歳を比較すると3歳で「ほとんど読

まない」という割合が高い。就園率も高くなっており、日中に保護者と児が過ごす時間の減少

等が関連していることも考えられる。
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実施主体：こども発達支援センター

９．令和６年度　言葉に親しむ環境づくりに関するアンケート結果　

回収率　26.8 ％回答数　369参加保育所・園  53 対象園児数　1376

調査時期：令和７年１０月

とても好き
68.0%

普通
31.4%

興味がない
0.5%

1 本を読んだり読み聞かせが好き

100冊以上
8.7%

50～100冊
22.8%

20～50冊
42.3%

10冊～20冊
18.7%

1～10冊未満
7.6%

1冊もない
0.0%

２ 絵本の冊数

毎週利用
4.1%

月に2～3回
15.7%

月に1回
16.3%

年に数回
25.5%

ほとんど利用しない

38.5%

３ 図書館・図書室の利用

ほぼ毎日
19.8%

週に数回程度
48.5%

月に数回
24.7%

ほとんどない
7.0%

４ 読み聞かせの頻度

ほぼ毎日
9.2%

週に数回程度
38.2%

月に数回
38.8%

ほとんどない
13.8%

５ ことば遊びの頻度

好きでよく

やっている
51.5%

誘われるとよく

やっている
31.7%

ほとんどやっていない

16.8%

６ 手紙やカードを書いたり渡したりすること

ほぼ毎日
62.6%

週に数回程度
24.9%

休みの日ぐらい
11.4%

ほとんどしない
1.1%

７ お子様と一緒に遊ぶ頻度

使用しない
18.2%

電話機能のみ

1.1%

週1回程度
15.7%

週2～3回
19.8%

ほぼ毎日
45.3%

８ お子様がｽﾏﾎ・タブレットを使う頻度

30分未満
32.5%

1時間未満
29.1%

1～2時間程度
22.8%

2～3時間程度
10.9%

3時間以上
3.3%

使わない
1.3%

９ ｽﾏﾎ･ﾀﾌﾞﾚｯﾄを使っている時間

起床後～朝食前
2.3%

朝食後～登園前
5.3%

降園後～夕食前
52.6%

夕食後～就寝前
39.7%

１０ スマホ・タブレットの使用時間帯
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ゲーム
26.6%

YouTubeなど
51.4%

学習アプリ
20.7%

電子書籍
1.3%

１１ タブレットの使用内容

見ない
7.3%

30分未満
13.3%

1時間未満
25.2%

1～2時間程度
35.0%

2～3時間程度
14.4%

3時間以上
4.9%

１２ テレビ・ＤＶＤの視聴時間

ほぼ毎日
30.4%

週に数回程度
25.3%

月に数回程度
20.7%

ほとんどない
23.6%

１４ 読書状況 (父母)

ほぼ毎日
30.4%

週に数回程度
29.1%

月に数回程度
14.9%

ほとんどない
25.6%

１４ 読書状況 (きょうだい)

ほぼ毎日
46.4%

週に数回程度
16.1%

月に数回程度
8.5%

ほとんどない
29.0%

１４ 読書状況 (祖父母)

ほぼ毎日
10.2%

週に数回程度
6.8%

月に数回程度
5.1%

ほとんどない
78.0%

１４ 読書状況 (その他)

18：00～19：00まで
1.6%

19：00～20：00まで
2.2%

20：00～21：00まで
29.0%

21：00～22：00まで
58.8%

22：00以降

8.4%

１３ 就寝時刻
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１０．鳥取市子どもの読書活動推進委員会設置要綱 

 
（目的及び設置） 
第１条 鳥取市のすべての子どもたちが家庭・地域・学校等で読書に親しむことが
できるよう総合的・計画的な施策の推進を図ることを目的として、鳥取市子ども
の読書活動推進計画を策定し、計画の進捗管理を行うために、鳥取市子どもの読
書活動推進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 
（所掌事項） 
第２条 委員会は、次に掲げる事項を処理する。 
（１）鳥取市における子どもの読書活動推進に係る施策に関すること。 
（２）鳥取市子どもの読書活動推進計画（子どもの読書活動の推進に関する法律第
９条第２項に定める子どもの読書活動の推進に係る施策についての計画）の策定
に関すること。 

（３）その他、必要な事項に関すること。 
 
（組織） 
第３条 委員会は、委員１５人以内で組織する。 
２ 委員は、学識経験のある者、読書活動等実践者及び行政関係機関の職員のうち
から、教育長が委嘱する。 

３ 委員は、再任されることができる。 
 
第４条 委員会に委員長１人、副委員長１人を置き、委員の互選によりこれを定め
る。 

２ 委員長は、委員会を総括し、委員会を代表する。 
３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときまたは委員長が欠けたと
きは、その職務を代理する。 

 
（会議） 
第５条 委員会の会議は、委員長が必要に応じて招集し、議長となる。 
２ 委員に特別の事情がある場合には、代理者が出席することができる。 
３ 委員長は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 
 
（任期） 
第６条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期
間とする。 

 
（庶務） 
第７条 委員会の庶務は、鳥取市教育委員会事務局生涯学習・スポーツ課において
処理する。 

 
（委任） 
第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会
が別に定める。 

 
   附 則 
この要綱は、平成１８年６月１２日から施行する。 

附 則 
この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 
この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 
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令和７年７月現在

 氏 名 団体・所属所名 職名等 選出団体・所属所名

委員長 山 田 節 子 児童書を楽しむ会つくしんぼ 会　員 市民読書グループ

副委員長 伊達 季代子 鳥取家庭文庫連絡会 副代表 家庭文庫連絡会

宮 城 博 美 江山学園ＰＴＡ 会　長 鳥取市小学校ＰＴＡ連合会

麻 木 美 紀 美和保育園 園　長 鳥取市公立保育園会

田 中 信 恵 ルーテル幼稚園 園　長 鳥取市私立幼稚園・認定こども園協会

横 山 茂 小鷲河地区公民館 館　長 鳥取市公民館連合会

中村 亜希子 鳥取緑風高等学校 司書教諭 鳥取県高等学校図書館教育研究会東部支部

委　員 野 田 洋 美 中ノ郷中学校 司書教諭 鳥取市中学校教育研究会図書館教育部会

白 岩 美 香 明徳小学校 司書教諭 鳥取市小学校教育振興会図書館教育部会

奥 田 愛 梨 こども家庭センター 保健師

中 原 善 子 幼児保育課 主　任 　

米 村 立 郎 学校教育課
主幹兼

指導主事

三 村 柚 妃 中央図書館 主　事

〔順不同・敬称略〕

１１．鳥取市子どもの読書活動推進委員会委員名簿
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令和７年７月現在

 氏 名 団体・所属所名 選出団体・所属所名（役職名） 部会委員期間

山 田 節 子 児童書を楽しむ会つくしんぼ 市民読書グループ 令和６年６月～

伊 達 季 代 子 鳥取家庭文庫連絡会 家庭文庫連絡会 令和６年６月～

麻 木 美 紀 美和保育園 鳥取市公立保育園会 令和７年７月～

田 中 信 恵 ルーテル幼稚園
鳥 取 市 私 立 幼 稚 園 ・
認 定 こ ど も 園 協 会

令和６年６月～

白 岩 美 香 明徳小学校
鳥取市小学校教育研究会
図書館教育部会

令和７年７月～

奥 田 愛 梨 こども家庭センター 令和７年７月～

中 原 善 子 幼児保育課 令和７年７月～

三 村 柚 妃 中央図書館 鳥取市立図書館 令和７年７月～

〔順不同・敬称略〕

 氏 名 団体・所属所名 選出団体・所属所名（役職名） 部会委員期間

岩 永 尚 子 もちがせ保育園 鳥取市公立保育園会
令和６年１０月
～令和７年２月

亀 谷 知 子 佐治小学校
東部小学校教育研究会図書館
教育部会

令和６年１０月
～令和７年２月

山 村 裕 子 こども家庭センター
令和６年１０月
～令和７年２月

西 平 裕 子 幼児保育課
令和６年１０月
～令和７年２月

角 野 綾 香 中央図書館 鳥取市立図書館
令和６年１０月
～令和７年２月

〔順不同・敬称略〕

委員

委員

１２．絵本リスト作成部会委員名簿
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１３．子どもの読書活動の推進に関する法律 

平成十三年十二月十二日 法律第百五十四号 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及

び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関す

る必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的

かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資することを目的とする。 

 

（基本理念） 

第二条 子ども(おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。)の読書活動は、子ども

が、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をよ

り深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかん

がみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を

行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならな

い。 

 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念(以下「基本理念」という。)にのっとり、子どもの読

書活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の

実情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務

を有する。 

 

（事業者の努力）第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念に

のっとり、子どもの読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書

籍等の提供に努めるものとする。 

 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣

化に積極的な役割を果たすものとする。 

 

（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施

されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必

要な体制の整備に努めるものとする。 
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（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を

図るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画(以下「子ども読書活動

推進基本計画」という。)を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会

に報告するとともに、公表しなければならない。  

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道

府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子

どもの読書活動の推進に関する施策についての計画(以下「都道府県子ども読書活

動推進計画」という。)を策定するよう努めなければならない。  

２  市町村は、子ども読書活動推進基本計画(都道府県子ども読書活動推進計画が策

定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推

進計画)を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状

況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策について

の計画(以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。)を策定するよう努めなけ

ればならない。  

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書

活動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。  

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進

計画の変更について準用する。 

 

（子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、

子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう

努めなければならない。  

 

（財政上の措置等） 

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施する

ため必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。  

附則  

この法律は、公布の日から施行する。 
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子どもの読書活動の推進に関する法律に対する附帯決議  

 

政府は、本法施行に当たり、次の事項について配慮すべきである。 

 

一 本法は、子どもの自主的な読書活動が推進されるよう必要な施策を講じて環境を

整備していくものであり、行政が不当に干渉することのないようにすること。 

二 民意を反映し、子ども読書活動推進基本計画を速やかに策定し、子どもの読書活

動の推進に関する施策の確立とその具体化に努めること。 

三 子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、本と親しみ、本を楽しむことが

できる環境づくりのため、学校図書館、公共図書館等の整備充実に努めること。  

四 学校図書館、公共図書館等が図書を購入するに当たっては、その自主性を尊重す

ること。 

五 子どもの健やかな成長に資する書籍等については、事業者がそれぞれの自主的判

断に基づき提供に努めるようにすること。 

六 国及び地方公共団体が実施する子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業への子

どもの参加については、その自主性を尊重すること。 
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 ０歳向け

がたんごとんがたんごとん 福音館書店 どうぶつのおかあさん 福音館書店

「がたん　ごとん　がたん

ごとん」とリズミカルな繰り

返しと「のせてくださーい」

と伸びやかな言葉の響きの中

に、すっかり身体を委ねて楽

しむことでしょう。

動物の母親が、子どもを連れ

歩く様子が描かれています。

口にくわえたり、だっこやお

んぶをしたり。たくさんの動

物の母親がいろんな形で子ど

もを運びます。

くだもの 福音館書店 じゃあじゃあびりびり 偕成社

ぶどうにりんご…次々とみず

みずしい果物の絵が描かれて

います。ページをめくると

「さあ どうぞ」と食べられ

る状態の果物が。思わず絵本

に手が伸び、よだれも出てき

てしまうほど。

赤ちゃんが暮らしの中で出会

うものが描かれています。

「じどうしゃ　ぶーぶー　い

ぬ　わんわん」リズム感のあ

る音の響きを身体中で楽しん

でくれるでしょう。

いないいないばあ 童心社 もこもこもこ 文研出版

およそ日本中の赤ちゃんが体

験しているしぐさが絵本のか

たちで表現されています。３

つのことばで、実体験も是

非。是非親子で楽しみましょ

う。

表紙をめくったら「しーん」

とひとこと、次の頁の「も

こ」次は「にょき」。文章の

ことばと絵の色、デザインに

引き込まれてしまうこと、間

違いなしです。赤ちゃん絵本

の定番です。

おつきさまこんばんは 福音館書店 おつむてんてん 金の星社

どの頁も夜の空。赤ちゃんに

とっては不思議でしょうね、

何がおこってるのかしら？っ

て！夜の空を経験するのは、

赤ちゃん本人が生後６か月と

か。少し大きくなってからで

しょうね。

赤ちゃんと一緒についしてし

まうしぐさを絵本で表現して

います。「ねずみくんの

チョッキ」のコンビ、なかえ

よしお・上野紀子の作品。大

人同士、いろんな動物になっ

ても楽します。

林　明子　さく なかえよしを　さく , 上野紀子　え

安西　水丸　さく 小森　厚　ぶん , 薮内　正幸　え

平山　和子　さく まついのりこ　さく

松谷みよ子　ぶん , 瀬川　康男　え たにかわしゅんたろう　さく , もとながさだまさ　え
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 ０歳向け

おさかないっぱい 福音館書店 かおかおどんなかお こぐま社

ページいっぱいに、色とりど

りのおさかなが「いっぱい」

描かれています。絵を見てい

るだけで、水の中をのぞいて

いるような気持になれる絵本

です。親子で「どのおさかな

が好き？」「こっちにもいた

ね」と会話を広げやすい絵本

です。

いろいろな「かお」がユーモ

ラスでシンプルなイラストで

描かれています。「かなしい

かお」「おこったかお」「え

がお」など、感情や表情が分

かりやすく紹介されていま

す。読みながら親子で「同じ

顔してみよう」と遊べるのも

楽しいです。

もぐもぐがじがじ 福音館書店

食べることに興味を持ち始め

る0歳児からぴったりの絵本

です。動物や人が「もぐも

ぐ」「がじがじ」と食べてい

る様子を、リズミカルな言葉

と楽しい絵で描いています。

赤ちゃんが好きな「食べる

音」がテーマなので、自然と

笑顔になります。

赤ちゃんは、
リズム感のある言葉がちりばめられている絵本が
大好き。体のあちこちを動かして、言葉の音を楽
しみます。その姿を見ているだけで周りの大人に
笑みがこぼれます。
大好きな大人に生の声で語りかけられる温かな時
間は、親子の愛着の気持ちが深まるのです。
ゆっくりと目を合わせながら読んであげてくださ
い。

　

わらべうたには、
幼い子どもにとって気持ちの良いものがたく
さん詰まっています。
シンプルなメロディであるがゆえに、聞く耳
に心地良いのです。
目と目を合わせ、体をさすったりつついた
り、肌の触れ合いをしながら、わらべうたを
楽しんでみませんか。

増田　純子　さく 柳原　良平　さく

中野　明美　文 , 大島　妙子　絵

１歳さんと絵本赤ちゃんと絵本

赤ちゃんとわらべうた
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 １歳向け

いただきまあす 福音館書店 おにぎり 福音館書店

まるで、くまくんと一緒に食
べているようですし食べるこ
とが大好きになってくれる絵
本です。汚れることを気にし
ないで楽しく食べることが大
事であることを教えてくれま
す。
そしていつか、こぼさないで
食べられるようになっていく
成長をみることのできる絵本
です。

大好きなお母さん、お父さん

が、熱々のごはんをにぎにぎ

してくれる楽しい絵本です。

日本人の愛情たっぷりのおに

ぎりがどのようにつくられる

のかじっくりみて、あつあつ

ふわふわな美味しいおにぎり

完成です。

「さあ、めしあがれ。」

うさこちゃんとどうぶつえん 福音館書店 りんご 童心社

大好きなお父さんに「いっ
しょにくるかい？」と楽しい
時間がはじまります。どうぶ
つにもいっぱい会えて歩いて
疲れちゃったけれど次のおで
かけも楽しみになる絵本で
す。「今度は何処にいこうか
な？」と楽しい会話が聞こえ
そうです。どうぞ親子でお話
してください。

繊細に描かれたおいしそうな

りんごが次々と。大好きなお

母さんが包丁を使ってシャキ

シャキと皮をむいてくれる

と、みんな同じ白いりんご。

芯と種を取って食べるりんご

は「おいしいね」

ぞうくんのさんぽ 福音館書店 たまごのあかちゃん 福音館書店

今日はいい天気。ごきげんな

ぞうくんは散歩にでかけま

す。とちゅうで出会った、

「かばくん」や「わにく

ん」、「かめくん」ものせ

て、力持ちのぞうくん。どん

どん進むと、あっ、いけが。

どうなるかな。

「たまごのなかで　かくれん

ぼしてる　あかちゃんは　だ

あれ？」「でておいでよ」と

呼びかけると、にわとりやか

め、へびなどたくさんのあか

ちゃんがでてきました。かく

れんぼ、楽しいですよね。み

んなもいっしょに「こんにち

は」

あがりめさがりめ こぐま社 ととけっこうよがあけた こぐま社

「あーがりめ　さーがりめ

ぐるりと　まわって　ねーこ

のめ」むかしから伝えられて

きたわらべうたがたくさん。

子どもとふれあい、歌って、

体を動かして、いっしょに楽

しみましょう。

わらべうた「ととけっこう

よがあけた　〇〇ちゃん　お

きてきな」と歌いながら、に

わとりが動物の子どもたちを

つぎつぎに起こしていきま

す。お子さんを起こすとき

に、いっしょに歌ってみては

いかがでしょう。

わたなべ　しげお　ぶん , おおとも　やすお　え 平山英三　ぶん , 平山和子　え

ディック・ブルーナ　ぶん/え , いしいももこ　やく 松野正子　ぶん , 鎌田暢子　え

なかのひろたか　さく・え
なかのまさたか　レタリング

かんざわとしこ　ぶん , やぎゅうげんいちろう　え

ましま　せつこ こばやし　えみこ　案 , ましま　せつこ　絵
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 １歳向け

でてこいでてこい 福音館書店 てんてんてん 福音館書店

みどりの葉っぱに「でてこい

でてこい」とよびかけて、

ページをめくるとカエルが飛

び出してきます。鮮やかな色

で描かれた形の中から、今度

は何が飛び出すのかな。一緒

に「でてこい　でてこい」

てん　てん　てん　てんとう

むし。ぐる　ぐる　ぐる　か

たつむり。こどもたちも擬音

語（ぎおんご）を楽しみなが

ら生き物たちと出会える本。

一緒に指さししながら、楽し

んでくださいね。

もりのおふろ 福音館書店

ライオン、ゾウ…つぎつぎに

動物たちが森のお風呂にやっ

てきます。動物たちがお風呂

をぐるっと囲み、「ごしごし

しゅっしゅ」とリズミカルな

音で背中を洗いっこ。楽しい

お風呂時間のきっかけに。

はやしあきこ　さく わかやましずこ　さく

西村敏雄　さく

周りの大人のまねをして、ふりをすることを
楽しむ１歳さん。
絵本の中の食べ物をつまんでもぐもぐしてみ
せたり、
体を洗うまねを一緒にしたり。
絵本の世界を遊びに変えて、
子どもさんのペースでゆったり楽しんでくだ
さいね。

　

１歳さんと絵本
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 ２歳向け

めのまどあけろ 福音館書店 わたしのワンピース こぐま社

子どもたちの目覚めから眠り

までの日常を、リズミカルな

言葉とユーモアあふれる絵で

表現した絵本です。子どもた

ちの五感を刺激し、言葉の面

白さや好奇心を育む一冊で

す。

うさぎの女の子が作ったワン

ピースが、様々な模様に変化

していく様子を描いたおはな

しです。季節の移り変わりや

自然への興味関心を深めるこ

とができる絵本です。

しろくまちゃんのほっとけーき こぐま社 きんぎょがにげた 福音館書店

子どもたちがホットケーキ作

りを疑似体験でき、オノマト

ペが豊富で子どもと一緒に声

に出して楽しめます。ホット

ケーキが焼き上がる場面は、

見るたびに楽しさや満足感を

味わえます。

金魚鉢にきんぎょがいっぴ

き。

…あ、逃げちゃった！

見つけた！と思ったら、

また逃げ出したよ。

きんぎょはどこまで逃げるん

だろう…

追いかけてみよう！

おやすみなさいのほん 福音館書店 ねないこだれだ 福音館書店

夜になって日が沈み、動物や

乗り物、そして子供たちも眠

りにつきます。

神様に見守られているような

安心感があり、読んでいると

だんだん眠くなっていきま

す。

時計を見たら、夜の9時だっ

た！

こんなじかんにおきてるのは

だれだ？

夜中に遊んでいる女の子が

おばけにされちゃった！

きみも早く寝ないと

おばけにされちゃうよ～！

おんなじおんなじ こぐま社

とってもそっくりな仲良しの

お友達、ぶたの「ぶう」とう

さぎの「ぴょん」。

あれれ、ぼうしもおんなじ、

ズボンもおんなじ、もってい

るおもちゃまで。

ちがうものも、あるのかな？

覚えた言葉を使ってコミュニケーションをとる２歳さ

ん。

つもりやみたての世界が充実してきます。

「よんで　よんで」と読み聞かせをせがみます。

その絵本が同じでも、大好きな１冊に出合えたねと

絵本の時間をにっこりと過ごしてくださいね。

多田　ヒロシ　作 　

谷川俊太郎　ぶん , 長　新太　え にしまきかやこ　作

わかやまけん　作 五味太郎　作

マーガレット・ワイズ・ブラウン　ぶん ,
ジャン・シャロ―　え , いしいももこ　やく

せな　けいこ　さく・え

２歳さんと絵本
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 ３歳向け

あおくんと きいろちゃん 至光社 おおきなかぶ(ロシアの昔話) 福音館書店

 作者のレオーニさんが二人の
可愛いお孫さんに色遊びをし
ながらお話が始まりました。
二つの色はどこへ行くのも一
緒、何をして遊ぶのも一緒。
とうとう一緒になって緑色に
なりました。遊び疲れて家に
帰ることになったのにあおく
んの家にも、きいろちゃんの
家にも帰れません。泣き出し
ました・・・・・。どうなる
のでしょうか。

「おじいさんがかぶをうえま
した。あまいげんきのよいと
てつもなくおおきなかぶがで
きました。」力を入れて抜き
ますが抜けません。おばあさ
んと一緒に「うんとこしょ
どっこいしょ。」抜けませ
ん。おばあさんは孫を、孫は
犬を呼んでも抜けません…。
それからどうなったのでしょ
う。ロシアの昔話、リズミカ
ルなことばの繰り返しが心地
よいですね。

おだんごはん 福音館書店 かばくん 福音館書店

 おじいさんがおいしいパンを
食べたいとおばあさんに頼みま
した。おばあさんは、最後の粉
を集めてパンを作りました。お
いしそうなパンができ窓辺に置
かれました。気持ちよくなった
おだんごパンは転がりはじめ家
の外に転がっていきました。お
いしい匂いのするおだんごパン
はうさぎやくまさんに出会いま
すが、愉快な歌をうたってのが
れました。ところが…。楽しん
で読んでください。

 動物園に朝が来ました。
「一番早起きはだーれ 。一
番ねぼすけはだーれー」と作
者の岸田衿子さんはかばの一
日をリズミカルな文で始めま
す。男の子が子亀をつれて
やってきた。「かばよりちい
さいかばのこー かばのこより
ちいさいかめのこー かめより
ちいさいものなんだ？」やわ
らかい中間色を使った絵で描
かれていてほのぼのとした絵
本ですね。

ぐりとぐら 福音館書店 ぐるんぱのようちえん 福音館書店

 のねずみのぐりとぐらが森に
食べ物を探しに出かけ、森で
大きなたまごを見つけまし
た。お料理することと食べる
ことの大好き二人は野原でお
料理することになりました。
何ができあがるのでしょう
か。最後まで読んでください
ね。なんか…いい匂いがして
きました。

 いつもめそめそ、そして、何も
しないゾウのぐるんぱは、みんな
が心配してきれいに体を洗い町に
働きにでかけることになりまし
た。はじめに作ったのはビスケッ
ト。大きいのを作って叱られ、つ
ぎの靴屋もピアノも超特大すぎて
失敗。しょんぼりしょんぼり…。
でも子どもがたくさんのお母さん
に出会い子どもたちと遊ぶことに
よって嬉しくなったぐるんぱ。み
んなも楽しく遊んでくれるぐるん
ぱを見つけてください。

三びきのやぎのがらがらどん
(ノルウェーの昔話)

福音館書店 しんせつなともだち 福音館書店

 名前はどれも「がらがらど
ん」という三匹のやぎがいま
した。ちいさいやぎ、中くら
いのやぎ、大きいやぎがなか
よく、草のたくさんある山に
でかけることになりました。
が、途中の谷川の橋の下に恐
ろしいトロルがいます。…。
やぎ達は草場に行けるので
しょうか…。

 雪のたくさん降るある日、の
うさぎは食べ物がなくなったの
で雪の中を探しに行くことにし
ました。かぶが、ふたつもおち
ていました。ひとつだけ食べて
ひとつをロバさんにもっていっ
てあげました。ロバさんは、見
つけたさつまいもを食べてので
このかぶをやぎさんへ。困って
いるお友達に、つぎからつぎへ
とみんなの親切のかぶが回って
いきました。ともだちおもいの
動物さん達の心あたたまる絵本
です。

ﾚｵ･ﾚｵｰﾆ　作 , 藤田圭雄　訳 A.ﾄﾙｽﾄｲ 再話 , 内田莉莎子 訳 , 佐藤忠良 画

瀬田貞二　訳　,　脇田和　画 岸田　衿子　さく　,　中谷千代子　え

中川李枝子　さく　,　大村百合子　え 西内ミナミ　さく　,　堀内誠一　え

ﾏｰｼｬ･ﾌﾞﾗｳﾝ え , せたていじ やく 方軼羣　作 , 君島久子　訳 , 村山知義　画
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 ３歳向け

ちいさなねこ 福音館書店 ティッチ 福音館書店

 ちいさなこねこが家を出て出
会う危険の数々。こねこがさ
まざまな危険を乗り切る姿
に、子ども達は自分の姿重ね
合わせ、ハラハラしたり、
ホッとしたり・・・。おかあ
さんねこに助けられ、最後は
甘える姿も子ども達と一緒で
すね。親子でねこの気持ちに
なって楽しめる絵本です。

 ちいさな男の子のティッチが
持っている物は、小さくて一
見、役にたたない物のようで
すが・・・。小さくても大き
な力を生み出す物は、こども
の成長する姿を映し出し、最
後のティッチの笑顔に、自信
やほこらしさが感じられま
す。こどもの今を大切にしな
がら心を育てる絵本です。

てぶくろ（ウクライナ民話） 福音館書店 はらぺこあおむし 偕成社

 森の中で、おじいさんの落と
した手袋に次々と動物たちが
入っていきます。誰でも入れ
る手袋はぎゅうぎゅう詰めで
はちきれそう。手袋の中は、
大きさも個性も様々な動物で
いっぱいです。動物たちが手
袋に入る時のやりとりが楽し
い、ほかほかの気持ちになれ
るおはなしです。

 小さなたまごからあおむしが
うまれました。おなかがぺっ
こぺこのあおむしは、食べ物
を見つけてどんどんどんどん
食べてやがては・・。あおむ
しが食べる様子が色鮮やかな
絵と楽しい仕掛けで表現さ
れ、ラストにはこころ弾む驚
きが待っています。成長の不
思議さや喜びがつまった仕掛
け絵本です。

まりーちゃんとひつじ 岩波書店 もりのなか 福音館書店

 まりーちゃんと、友達のぽた
ぽんとのやりとりが繰り返さ
れます。おんなのこのまりー
ちゃんとひつじのぽたぽん。
考え方や好きな物は、ちがっ
てもずっと一緒。お話の中で
は、どんどん増えるひつじを
数える楽しさも盛り込まれて
います。仲良しの友達のほの
ぼのとしたおはなしです。

 もりへ、さんぽに出たぼくに
いろいろな動物がついてくる
と、いつのまにか行列ができ
て・・・。動物たちは、どこ
か人間を思い起す姿で、自由
にさんぽを楽しみます。こど
もの自由な空想と現実のはざ
まのような不思議さが感じら
れます。ぼくと一緒にもりの
なかのさんぽを楽しんでみて
くださいね。

わにわにのおふろ 福音館書店

 おふろが大好きなわにわに。
わにわにが、おふろを楽しむ
様子がリズミカルに表現さ
れ、動きを表す音や、なんと
もいえないわにわにの表情
が、笑いを誘います。自由
で、気ままなわにわには、見
ているこども達の心ものびの
びとさせてくれます。

石井桃子／さく,横内襄／え ﾊﾟｯﾄ･ﾊｯﾁﾝｽ　さく/え , いしいももこ　やく

ｴｳｹﾞｰﾆ･M･ﾗﾁｮﾌ　え , うちだりさこ　やく ｴﾘｯｸ=ｶｰﾙ　さく , もりひさし　やく

 自分を取り巻く周りの世界への興味関心が、ぐんぐ
んとひろがり、イメージを広げて遊ぶことが楽しく
なってきた３歳の子ども達。
　絵本のページをめくるごとに、おはなしの世界にす
うっと引き込まれていきます。
　いつのまにか、おはなしの中に出てくる動物や子ど
もの気持ちになってどきどき、わくわく！イメージの
世界がどんどん広がります。繰り返しのことばを一緒
に口ずさみながら楽しく読める絵本がいっぱい。心が
ホッとする読み聞かせのひとときには、「もう一回よ
んで！」の声と笑顔がこぼれます。

　

ﾌﾗﾝｿﾜｰｽﾞ　文/絵 , 与田準一　訳 ﾏﾘｰ･ﾎｰﾙ･ｴｯﾂ ぶん/え , まさきるりこ やく

小風さち　ぶん , 山口マオ　え

私たちからのメッセージ
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 ４・５歳向け

いたずらこねこ 福音館書店
おおかみと七ひきのこやぎ

（グリム童話）
福音館書店

　こねこがはじめてかめをみ
ました。この生き物は何者
か。ポンとたたいてみると首
が消えてなくなり、勇気を出
してもう一度たたいてみると
今度は足がなくなり大仰天。
好奇心いっぱいのこねこの姿
はまるで子ども達の日常のよ
うで、きっと子ども達はこね
この気持ちに共感し夢中にな
ることでしょう。

　おおかみを家にいれないよ
う注意しなさい。おかあさん
やぎはこやぎたちにそういっ
て森に食べ物を探しにでかけ
ます。こやぎたちは、おおか
みの「しわがれ声」や「黒い
足」を見抜いて、おおかみを
追い払います。しかしおおか
みは再びこやぎたちの家に
やってきて・・・。語り継ぎ
たいグリム童話のひとつで
す。

おおきなおおきなおいも 福音館書店 おふろだいすき 福音館書店

　楽しみにしていたいもほり
遠足が、雨が降り延期になっ
てしまいました。残念がる子
どもたちは大きな紙においも
を描きはじめます。紙をつな
げてつなげて、おいもの絵は
どんどん大きくなっていっ
て・・・。 大きなおいもをめ
ぐる子どもたちの空想がつ
まった絵童話です。

　ぼくが大好きなおふろにあ
ひるのプッカをつれて入る
と、おふろの中から、ぼ
かっ、ざぁーっ。おおきなか
めがういてきて・・・。個性
豊かな生き物が次々と登場し
て、お風呂の中がどんどんに
ぎやかになっていきます。読
んでいる子ども達も思わずお
風呂に入りたくなってしまう
絵本です。

かいじゅうたちのいるところ 冨山房 からすのパンやさん 偕成社

　マックスはおおかみのぬい
ぐるみを着ていたずら放題。
怒ったお母さんに寝室に放り
込まれ、そこから、かいじゅ
うたちのいるところへ長い旅
が始まります。短い文章と不
思議な魅力をもった挿し絵で
子どもの好奇心や冒険心と共
に、最終的には、親子の愛情
も伝わってくる絵本です。

　からすのパンやさんに4羽
の赤ちゃんカラスが生まれま
した。子育てで大忙しのパン
屋さん、子ども達のおやつは
焦げパンや生焼けパン。その
パンが友だちの間で人気にな
り・・・。ページいっぱいに
出てくる楽しいパンたち、一
羽一羽表情の違うカラスたち
に、子ども達と一緒に盛り上
がること間違いなしです。

くまのコールテンくん 偕成社 げんきなマドレーヌ 福音館書店

　コールテンくんはデパート
のおもちゃ売り場で、誰かが
買ってくれるのを待っていま
す。服のボタンを探しに夜の
デパートの中を大冒険する場
面では、コールテン君と一緒
にハラハラドキドキすること
でしょう。「ともだち」とい
うやさしいあたたかい気持ち
も溢れてくるお話しです。

　パリの寄宿学校に12人の
女の子が暮らしていました。
いつも2列に並んで、パンを
食べ、歯をみがき、ベッドに
入ります。中でいちばんおち
びさんで、いちばん元気なの
がマドレーヌ。ところが、あ
る晩、わーわー泣き出
し・・・。パリの街並みの中
繰り広げられるかわいいおは
なしです。

ﾄﾞﾝ=ﾌﾘｰﾏﾝ　さく , まつおか きょうこ　やく ﾙﾄﾞｳｨｯﾋ･ﾍﾞｰﾒﾙﾏﾝｽ　作/画 , 瀬田貞二　訳

ﾊﾞｰﾅﾃﾞｨﾝ･ｸｯｸ ぶん ,ﾚﾐｲ･ｼｬｰﾘｯﾌﾟ え ,間崎ルリ子 訳 グリム[原作] , ﾌｪﾘｸｽ･ﾎﾌﾏﾝ え , せたていじ やく

赤羽末吉　さく/え 林明子　絵 , 松岡享子　作

ﾓｰﾘｽ･ｾﾞﾝﾀﾞｯｸ　さく , じんぐうてるお　やく かこさとし　作
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 ４・５歳向け

こぎつねキッコ 童心社 こすずめのぼうけん 福音館書店

 山の幼稚園の裏山に住んでい
るこぎつねのキッコ。母さん
と二人でこっそり幼稚園をの
ぞくのが大好き。夏休み、子
ども達がいない幼稚園で、砂
場やブランコでひとり遊ぶ
キッコ。好奇心旺盛なキッコ
の様子やしぐさは、子どもを
山の幼稚園へ誘います。
 キッコの愛らしさを伝えてい
る絵もほのぼの。

 つばさを動かすことができる
ようになったこすずめが、飛
ぶ練習を始めるところからお
話が動き出します。嬉しくて
飛び続けるこすずめが、休む
場所を求めて次々と鳥の巣を
たずねます。が、鳴き声が違
うために入れてもらえませ
ん。日も暮れて疲れきったこ
すずめの前に…。
 子どもは、こすずめの心細さ
と安堵感を味わうことでしょ
う。

こんとあき 福音館書店 ３びきのこぶた 福音館書店

 あきのおもり役としてやって
きたキツネのぬいぐるみのこ
ん。あきが成長するにつれ
て、こんは古くなり、とうと
う腕がほころびてしまいま
す。その腕を直してもらうた
め、汽車に乗っておばあちゃ
んの住むさきゅうまちへ。わ
くわく、ハラハラ初めての二
人旅。
 絵本の中には、作者のお茶目
なあそびが散りばめられてい
ます。

 同名の絵本が他にもあります
が、こちらの絵本がおすすめ
です。
三匹目のこぶたは、カブ掘
り、りんごもぎなど、知恵を
働かせてオオカミを退治しま
す。利口なこぶたにしてやら
れるオオカミの様子がおかし
く痛快です。
 もとのお話は『イギリスとア
イルランドの昔話』という本
にあります。この本もどうぞ
お楽しみください。

しょうぼうじどうしゃじぷた 福音館書店 すてきな３にんぐみ 偕成社

 はたらくくるまは、いつの時
代も子ども達に人気です。
消防自動車じぷたは、ジープ
を改良して作られたちびっこ
消防車です。
はしご車、高圧車、救急車に
ばかにされていたじぷたに、
ある日出動命令が。
小回りのきくちびっこ消防車
だからこその大活躍！
子ども達の応援の声があがる
一冊です。

 黒マントに黒い帽子の盗賊三
人組。おどしの道具は三つ、
ラッパ銃にこしょう吹きつけ
器、そして真っ赤なおおまさ
かり。盗んだ宝の使い道など
考えたことのない三人組
が・・・。ある日みなしごの
女の子を連れ帰ってしまいま
した。
 そこで話は一変し、ため込ん
だ財宝で城を買い、孤児達を
育てるという意表をつくお話
の展開がおもしろい。

だいくとおにろく 福音館書店 だるまちゃんとてんぐちゃん 福音館書店

 昔話によくある「名前あて」
のお話。
流れの急な川に橋をかけるよう
頼まれた名高い大工の前に、目
玉をよこせば橋をかけてやると
いう鬼が現れます。大工がいい
加減な返事をしているうちに橋
が完成し、逃げ出す大工に鬼
は、自分の名前をあてたら許し
てやってもいいと言い…。
 簡潔な語り口と、力強い鮮や
かな絵が、子どもをひきつけま
す。

 だるまちゃんは、お友達のて
んぐちゃんの持っているもの
が次々と気になり欲しがりま
す。うちわ、帽子、下駄、そ
して長い鼻。お父さんのだる
まどんが用意し、たくさん並
べてくれますが、どれも気に
入りません。そこでだるま
ちゃんは・・・。
 子どもらしい言動が、ユーモ
アたっぷりに描かれていま
す。

渡辺茂男　さく ， 山本忠敬　え ﾄﾐｰ･ｱﾝｹﾞﾗｰ　さく , いまえよしとも　やく

松居直　再話 , 赤羽末吉　画 加古里子　さく/え

松野正子　文 , 梶山俊夫　絵 ﾙｰｽ･ｴｲﾝｽﾞﾜｰｽ　作 , 石井桃子　訳 , 堀内誠一　画

瀬田　貞二　やく　，　山田三郎　え林明子　さく
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 ４・５歳向け

ちいさいおうち 岩波書店 どろんこハリー 福音館書店

 静かないなかに、ちいさいお
うちがたっていました。リン
ゴの木や畑にかこまれて、た
いへんしあわせでしたが、ま
わりに工場がたち、電車が
通ってにぎやかな街になる
と、小さいおうちは、いなか
の景色を夢見てさびしく思う
のでした…。でも、最後には
美しい自然の中で幸せになる
という、自然の喜びを伝える
絵本です。

 お風呂に入るのが大嫌いな
「くろいぶちのあるしろいい
ぬ」ハリー。お風呂の水の音
を聞き逃げ出し、どろんこに
なるまで遊んで「しろいぶち
のあるくろいいぬ」になって
しまいます。家に帰ってもだ
れもハリーと分かってくれま
せん。大奮闘のあげくお風呂
に入れてもらって、ハリーと
分かります。心からほっとす
る幸せな結末です。

のろまなローラー 福音館書店 はじめてのおつかい 福音館書店

 ゆっくり道をなおしている
ローラーを「どいたりどいた
り。あっはっは…」などと自
動車が追い越していきます
が、坂の途中まで来ると、み
んな止まってしまいます。
ゆっくり通り過ぎるローラー
に「きみのおかげでみちも
りっぱになるのですね。ほん
とにありがとう。」と。認め
られたうれしさを感じさせる
絵本です。

 みいちゃんはママに頼まれて
牛乳を買いに出かけます。自
転車にベルを鳴らされてどき
んとしたり、坂道で転んでし
まったり…。お店につきまし
たがだれもいません。「ぎゅ
うにゅうください」と言いま
したが小さな声しか出ませ
ん。お店の人は、みいちゃん
には気がつかないみたい…。
こどもの心の動きを鮮やかに
描いた絵本です。

はたらきものの
じょせつしゃけいてぃー

福音館書店 ふしぎなたけのこ 福音館書店

 雪にうもれたジェオポリスの
町を、赤いトラクターのけい
てぃーが除雪車をつけ、
「ちゃつ！ちゃつ！ちゃ
つ！」とみちをつけていきま
す。おかげで消防車は火事を
消し、救急車は病人を助け、
飛行機は着陸することができ
ました。力強く雪をかきのけ
町を救うけいてぃーは、頼も
しく、子ども達のあこがれで
す。

 誕生日のご馳走のたけのこを
堀りにいったたろ。脱いだ上
着をかけたたけのこが「ぐぐ
ぐっ」とのびます。あわてて
とびつくと、どんどんのび
て、とてつもなく高くなりま
す。とうさんたちがやっと
切ったそのたけのこは、いく
つもの山々の木をおしわけて
倒れ、それを伝わっていくと
海に出たという昔話風の力強
い絵本です。

ももたろう 福音館書店

 おばあさんが川で拾ったもも
からうまれたももたろう。お
ばあさんとおじいさんが用意
してくれたおかゆや魚を食べ
て、どんどん大きくなり、立
派に成長します。そんなある
日、ももたろうは鬼が島の鬼
が悪事をはたらいていると聞
き、鬼退治にでかけることに
します。力強い絵とともに、
本当の昔話の面白さが味わえ
る１冊です。

　４歳ごろは、自立心が芽生え、ことばに対する力が
どんどん伸びるときです。ことばを耳で聞いてそのこ
とばの世界を頭の中に思い描くことのできる力、いわ
ゆる想像力や空想力といわれる力の基礎をしっかり身
に着けることが大切になります。ですから、この時期
は、ものがたりや昔ばなし絵本を中心に選ぶと良いで
しょう。自立心や冒険心が十分に満たされ、満ち足り
た幸せな気持ちで閉じることのできる、そんな絵本を
選びましょう。

　

山本忠敬　え　,　小出正吾　さく 筒井頼子　さく , 林明子　え

ﾊﾞｰｼﾞﾆｱ･ﾘｰ･ﾊﾞｰﾄﾝ　ぶん/え , いしいももこ　やく 松野正子　さく , 瀬川康男　え

まついただし　ぶん , あかばすえきち　え

ﾊﾞｰｼﾞﾆｱ･ﾘｰ･ﾊﾞｰﾄﾝ　文/絵 , 石井桃子　訳
ｼﾞｰﾝ・ｼﾞｵﾝ ぶん , ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾌﾞﾛｲ･ｸﾞﾚｱﾑ え

わたなべしげお　やく

私たちからのメッセージ
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低学年向け（６歳～）

いやいやえん 福音館書店 エルマーのぼうけん 福音館書店

 しげると保育園の仲間たちの
楽しいお話が７話入っていま
す。
 「山のぼり」では、みんなで
果物の山へ遠足に行くことに
なりました。でも、先生との
約束を守らなかったしげる
は、黒い山で子どもの鬼に出
会います。
 しげるがいたずらをしたり、
わがままを言ったりするとこ
ろに子ども達は共感すること
でしょう。

 エルマーは、どうぶつ島に捕
らえられているりゅうを助け
るために冒険の旅に出ます。
持ち物は、チューインガム、
棒つきキャンデ ２ダース、
歯ブラシ、リボン７本など。
エルマーは、これらを使って
りゅうを無事救い出します。
 子どもの夢やあこがれを満足
させてくれるエルマーのシ
リーズは、あと２冊ありま
す。

王さまと九にんのきょうだい
（中国の民話）

福音館書店 おさるとぼうしうり ペンギン社

 顔も体つきもそっくりな九人
の兄弟の一人「ちからもち」
が宮殿の倒れた柱を直しま
す。ところが王様はいつか自
分を倒しに来るのではないか
と心配になり、無理難題を
吹っ掛けます。そこで今度は
「くいしんぼう」が……。
 九人の兄弟が力を合わせて都
の悪い王様の計略を破り、
やっつけてしまう中国の民話
です。

 帽子売りは、自分の頭の上に
帽子をのせて売り歩いていま
した。ある日、大きな木の下
でひと眠りして目を覚ます
と、帽子がなくなっていまし
た。帽子を盗んだのは、木の
上にいるさるたちでした。
 さて、帽子売りはどんな方法
で帽子を取り返したのでしょ
う？
 真面目な帽子売りとさるたち
とのやりとりが愉快なお話で
す。

かさじぞう 福音館書店
くんちゃんの

はじめてのがっこう
ペンギン社

 貧乏なおじいさんは、大晦日
に網笠を売りに町へ出かけま
すが、売れませんでした。そ
こで雪をかぶっているお地蔵
様に笠をかぶせて帰ると、次
の朝、そり引きの声がして…
…。
 墨を用いた絵は、日本の雪を
見事に表現しています。ま
た、リズムある掛け声も素朴
な昔話にあっています。

 「今日から学校へ行くんだ」
と、張り切っていたくんちゃ
んでしたが、字を読んだり、
書いたりできないので、自信
をなくして外へ飛び出してし
まいます。でも大丈夫、楽し
い一日を過ごします。
 他に「くんちゃんのだいりょ
こう」などシリーズがありま
す。どれもくんちゃんがのび
のびと成長していく様子が描
かれています。

したきりすずめ 福音館書店 どろんここぶた 文化出版局

 じいさの大事に育てているす
ずめが、洗濯のりを食べて、
ばあさに舌を切られてしまい
ます。じいさは牛洗いや馬洗
いに聞いて、すずめの宿にた
どり着きます。宿では丁重に
もてなされ、帰りに宝の入っ
たつづらをもらいます。次に
ばあさが宿に行くと……。
 昔話らしい繰り返しや、じい
さとばあさの対比が面白い絵
本です。

 こぶたは、どろんこの中に沈
んでいくのが大好きでした。
ところが、ある日おばさんが
大掃除をして、どろんこがな
くなってしまいます。怒った
こぶたは、家を出て、どろん
こを探しに行きます。やっと
みつけたどろんこはセメント
だったから、さあ大変！
 こぶたの困った表情が印象的
なユーモアのある絵本です。

石井桃子　再話 , 赤羽末吉　画 ｱｰﾉﾙﾄﾞ･ﾛｰﾍﾞﾙ　作 , 岸田衿子　訳

中川李枝子　さく , 大村百合子　え ルース・スタイルス・ガネット さく ,ルース・グリスマン・ガネット え
わたなべしげお やく

君島久子　訳 , 赤羽末吉　絵 ｴｽﾞﾌｨｰﾙ･ｽﾛﾎﾞﾄﾞｷｰﾅ さく/え , まつおかきょうこ やく

瀬田貞二　再話 , 赤羽末吉　画 ﾄﾞﾛｼｰ･ﾏﾘﾉ　さく , まさきるりこ　やく
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低学年向け（６歳～）

はなのすきなうし 岩波書店 番ねずみのヤカちゃん 福音館書店

 「フェルジナンド」って変
わった名前ですね。だって、
スペインの牛ですから。フェ
ルジナンドは花のにおいをか
ぐのが大好き。ひょんなこと
から、闘牛場に連れていかれ
たフェルジナンドは、ちゃん
と、戦えるのでしょうか。
　文字や絵の雰囲気も優し
く、字を読めるようになった
子が自分で読むのにぴったり
の本です。

 読み聞かせるには少し長いか
もしれませんが、お母さんね
ずみの歌や、主人公のヤカ
ちゃんねずみの大きな声な
ど、声に出して読みたくなる
楽しいお話です。人間に退治
されそうだったねずみの一家
が、その家に住むようになっ
たわけが、繰り返しの表現を
使いながら楽しく書かれてい
ます。

ピーターラビットのおはなし 福音館書店
ひとまねこざると
きいろいぼうし

岩波書店

 大人には、もうおなじみの
ピーターラビット。子どもた
ちもうさぎが大好きです。い
ろいろな姿の挿絵を見るだけ
でも楽しくなります。シリー
ズでいろいろなお話が出てい
ますから、ピーターが好きに
なった子は、この一冊をきっ
かけにつぎつぎと読み進める
でしょう。日本とは違う雰囲
気の景色も素敵です。

 おさるのジョージは、知りた
がりやで、人まねが大好き。
アフリカから黄色いぼうしの
おじさんに連れて来られまし
た。ジョージが巻き起こすい
ろいろなことが、愉快な挿絵
とともに読者を楽しませてく
れます。子どもたちは、この
本を読みながら、かわいい
ジョージのことが大好きにな
るでしょう。テレビアニメに
もなりました。

ふたりはともだち 文化出版局 ペレのあたらしいふく 福音館書店

 がまがえるのがまくんとかえ
るくんは、とてもなかよし。
二人でするお話は、なんだか
とてもほのぼのしています。
友だちのよさが分かるように
なってきた低学年児童は、ま
すます、「友だちっていいな
あ。」という気持ちになるで
しょう。一冊に５つのお話が
入っています。自分で一つず
つ読むのもいいですね。

 どのページにも大きな挿絵が
あり、文章は少なめで読みき
かせにぴったりの本です。ペ
レは、好きなこひつじの毛か
ら服をつくります。服が出来
あがるまでに、大人にいろい
ろなことをお願いするのです
が、その代わりに、ペレもい
ろいろな仕事を引き受けま
す。最後のページの羊とペレ
は、とてもうれしそうです。

ものぐさトミー 岩波書店

　

 主人公の名前は、トミー・ナ
マケンボ。電気仕掛けの家に
住んでいます。そこでは、歯
磨きも食事も、すべてが自動
でできてしまいます。ところ
が、ある日、大雨が降り大風
が吹き、電柱が倒れてしまい
ました。もちろん自動～機
は、動きません。さて、もの
ぐさトミーは、どうなるので
しょう。続きは読んでのお楽
しみ！

ﾋﾞｱﾄﾘｸｽ･ﾎﾟﾀｰ/さく･え , いしいももこ/やく H.A.ﾚｲ　文/絵 , 光吉夏弥　訳

　
 自分で文字を読むことが出来るようになる年齢なの
で、絵本と読み物の橋渡しになるような本を集めまし
た。一人で読めるようになった子のために、文字もあ
まり小さくなく、挿絵も多めです。
　また、この頃の子どもは、身の回りの事物・自然と
も話ができるような感性を持っており、空想の世界に
浸って楽しむことができる本も大好きです。言葉の繰
り返しがあったり、話の展開がわかりやすかったり
と、子どもが次の展開を期待しながら楽しく読めるも
のを選びました。

ｱｰﾉﾙﾄﾞ･ﾛｰﾍﾞﾙ　作 , 三木卓　訳 ｴﾙｻ･ﾍﾞｽｺﾌ　さく/え , おのでらゆりこ　やく

ﾍﾟｰﾝ･ﾃﾞｭﾎﾞｱ　文/絵 , 松岡享子　訳

ﾏﾝﾛｰ･ﾘｰﾌ おはなし , ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾛｰｿﾝ え , 光吉夏弥 やく ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｳｨﾙﾊﾞｰ さく , 松岡享子 やく , 大社玲子 え
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